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なっている．詳細な仕様を以下の表 1 に示す． 
 
表 1	 実験利用端末の仕様 
ディスプレイ フレキシブル電子ペーパー 





質量（充電池含む） 約 358g 
タッチパネル 電磁誘導方式ペン入力 
クリアタッチパネル（光学式） 
内蔵メモリー容量 約 4GB 
インタフェース microSD, マイクロ USB 端子 
対応フォーマット PDF 
無線 LAN IEEE 802.11b/g/n 
充電池 内蔵型リチウムイオン充電池 
充電池持続時間 最長 3 週間（無線 LAN オフ時） 
 




クラウド環境では PC と DP 端末，及び DP 端
末間でのデータ共有をサーバーを介すことによ
り実現している．概要図を図 2 に示す． 
 




1. PC からの資料配布 
PC 上にある電子資料をネットワーク経由で
DP 端末に送信する．各 DP 端末にはユーザ
ID が割り振られており，送信者はユーザを
指定して資料を配布することができる． 







































実施する．実験のイメージ図を図 3 に示す． 
 
 
図 3	 被験者による端末評価 
 









験のイメージ図を図 4 に示す． 
 
 
図 4	 ゼミでの利用評価 
 









本実験のイメージ図を図 5 に示す． 
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１．個人の研究・学習活動 
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インタフェース microSD, マイクロUSB端子 
対応フォーマット PDF 
無線LAN IEEE 802.11b/g/n 
充電池 内蔵型リチウムイオン充電池 
充電池持続時間 最長3週間（無線LANオフ時） 
タブレット端末 
実証実験環境 
２．研究室ゼミでの利用 
３．研究ディスカッションでの利用 
個人PC 
DP端末 
電子ペーパー（DP）端末 
（ソニービジネスソリューション株式会社） 
情報閲覧 情報記録 
手書き入力 
共有資料の配布 
教材・ドキュメントの配布だけでなく 
書き込みデータも電子化可能な教育環境の実現 
電子ペーパー 
サーバー 
書き込み資料の送信 
書き込み資料の取得 
配布資料の受信 
学生 
クラウド環境を利用したドキュメントの送受信 
書き込み（手書き） 
資料閲覧 
資料のアップロード 
DP端末 
サーバー 
資料のダウンロード 
発表内容に関する質問・コメント自動収集 
発表者：資料配布 
その他学生：コメントをフィードバック 
発表者 
発表資料の配布 
発表のフィードバック 
DP端末 学生 
発表者 
議論資料の配布 
研究へのコメント 
DP端末 教員・学生 
教員・学生を交えた研究ディスカッションでのコメントのやりとり 
発表者：資料配布 
その他学生：コメントをフィードバック 
電子ペーパー端末に関する 
議論の様子 
